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はじめに

　関東随一の清流である那珂川をはじめとして、な

だらかな山地や丘陵部の緑、あるいは田園風景など、

那珂川沿川に広がる“親しみやすくおだやかで心和

む”自然を生かして「水とのふれあい　自然との出

会い　新たな発見を求めて」をテーマに、水と緑の

「体感ゾーン」として、那珂川拠点地域の整備の一

環としてなかがわ水遊園を整備した。

事業概要

　事　業　名：個性豊かなふるさとづくり事業

　　　　　 （なかがわ水遊園）

　事業期間：平成１０年度～平成１３年度

　事　業　費：８,４５７百万円

事業の特徴

　公園は那珂川に沿って約２５haの広がりがあるが、

園内には隣接する那珂川の水をふんだんに取り入れ、

せせらぎの池・大池・釣り池や子供たちの遊び場と

なる水の広場などを配し、子供から大人までが楽し

める、周囲と一体となった公園づくりを目指した。

　その中心施設として、見て・触れて・体験して楽

しく学べる淡水魚の水族館を公園及び隣接する那珂

川と一体的にデザインし建設した。

　建物は、外壁に透明ガラスを積極的に用いること

により、展示室のすみずみまでふんだんに自然光を、

また、周囲の美しい山並みや風景を内部に取り入れ
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のと異なり、新しいタイプの水族館となっている。

　もう一つの特徴は、熱帯雨林のガラスドームがあ

る。これは、４点支持のサッシュレスの「DPG工法」

を採用したが、限られた工期のなかで完成させるた

めに、施工方法の度重なる検討と 、工期短縮のため

に上下同時施工等を実施し、ようやく完成にこぎつ

けた。

　その結果、夏休み直前のオープンを可能にし、連

日、多くの入園者が訪れ、所在地の村は言うに及ば

ず周辺の観光スポットの一つとなっている。

　また、本工事は、公園全体及びその周辺部工事を

大田原土木事務所が、水族館工事を建築課が担当し

た。途中、平成１０年８月の「那須の大水害」に見舞

われ、計画自体が危うくなった時期もあったが、協

同で問題を１つずつ解決しながら事業を進めてきた。

そして、「水のすごさ、あやうさ、すばらしさ」を担

当者自らが改めて体験することができた、そのよう

ななかから生まれた施設である。
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おもしろ魚館

ている。その結果、自然

のなかで魚を見せるこ

とができ、かつ、ガラスと

大池の水さらに外観の

持つイメージと相まっ
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